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2023（令和
れ い わ

５）年
ねん

４月
がつ

15日
にち

（土曜日
ど よ う び

）に開催
かいさい

された外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

かながわ会議
か い ぎ

（第
だい

12期
き

・第
だい

２回
かい

）の議事録
ぎ じ ろ く

は次
つぎ

のとおり。 

 

１ 開会
かいかい

 

 （事務局
じむきょく

） 

 ・ 会議
か い ぎ

のルール、会議
か い ぎ

の録音
ろくおん

、欠席者
けっせきしゃ

及
およ

び配付
は い ふ

資料
しりょう

等
とう

について説明
せつめい

した。 

 ＜前回
ぜんかい

の振
ふ

り返
かえ

り、本日
ほんじつ

の流
なが

れについて＞ 

 （柳
りゅ

 晴
ちょん

実
しる

 委員長
いいんちょう

） 

 ・ 本日
ほんじつ

の会議
か い ぎ

終 了
しゅうりょう

時
じ

には、各委員
かくいいん

の 考
かんが

えをお互
たが

いが知
し

り、どんな 形
かたち

で

提言
ていげん

にまとめていくか、少
すこ

しイメージできるようになるとよいと思
おも

う。 

 ・ 質問
しつもん

の時間
じ か ん

も設
もう

けるので、気
き

になったことはどんどん聞
き

いてほしい。 

 ・ 会議
か い ぎ

前半
ぜんはん

は、県民
けんみん

会議
か い ぎ

の提言
ていげん

を受
う

けて実現
じつげん

した「かながわ外国
がいこく

人
じん

すまい

サポートセンター」の設立
せつりつ

経緯
け い い

について、理事長
りじちょう

の裵安
ぺいあん

さんと、当時
と う じ

国際課
こくさいか

の職 員
しょくいん

だった水田
み ず た

秀子
ひ で こ

さんからお 話
はなし

いただく。このお 話
はなし

を通
とお

し

て、提言
ていげん

がどうやって 形
かたち

になっていくか、委員
い い ん

の皆
みな

さんに知
し

ってほしい。 

 ・ 会議
か い ぎ

後半
こうはん

は、皆
みな

さんに提言
ていげん

構想
こうそう

メモを発 表
はっぴょう

いただき内容
ないよう

を共 有
きょうゆう

したい。

また、どんな勉強会
べんきょうかい

を開
ひら

きたいか 伺
うかが

ったので、その内容
ないよう

も共 有
きょうゆう

したい。 

 

２ 議題
ぎ だ い

 

(1)「かながわ外国
がいこく

人
じん

すまいサポートセンター」の設立
せつりつ

経緯
け い い

（外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

か

ながわ会議
か い ぎ

による提言
ていげん

の実現例
じつげんれい

紹 介
しょうかい

） 

  （裵
ぺい

 安
あん

 氏
し

） 

・ 裵
ぺい

です。東 京
とうきょう

で生
う

まれ育
そだ

ったコリアン２世
せい

です。小学校
しょうがっこう

から大学
だいがく

ま

で朝 鮮
ちょうせん

学校
がっこう

で学
まな

びその後
ご

、 就 職
しゅうしょく

、退 職
たいしょく

を経
へ

て結婚
けっこん

し、横浜
よこはま

で 40年
ねん

ほ

ど暮
く

らしています。 

・ 子
こ

どもの頃
ころ

から常
つね

に、日本
に ほ ん

社会
しゃかい

から置
お

き去
ざ

りにされているという感覚
かんかく

を持
も

って生
い

きてきました。 私
わたし

が両 親
りょうしん

や 私
わたし

のコリアンコミュニティに

感謝
かんしゃ

しているのは、自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きることが一番
いちばん

大事
だ い じ

だと、常
つね

に伝
つた

えら

れてきたこと。そのため、言葉
こ と ば

、民族
みんぞく

習 慣
しゅうかん

、民族
みんぞく

文化
ぶ ん か

などを大事
だ い じ

にし

ながら生
い

きてきました。その大
おお

きな流
なが

れの中
なか

で、自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

を見失
みうしな

わずに

生
い

きてこられた点
てん

で、 私
わたし

は非常
ひじょう

に運
うん

がよかったと思
おも

います。 

・ 今日
き ょ う

はかながわすまいサポートセンターの 話
はなし

をします。団体
だんたい

の名前
な ま え
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が長
なが

いので、皆
みな

さんも愛
あい

を込
こ

めてすまセンと呼
よ

んでくれればと思
おも

います。 

・ 本日
ほんじつ

はお休
やす

みですが、鈴木
す ず き

クリスチーナさんは、初期
し ょ き

の頃
ころ

のすまセン

のスタッフをしていました。 肖
しょう

さんは 私
わたし

たちが場所
ば し ょ

を借
か

りているＹＭ

ＣＡの職 員
しょくいん

なので、よく顔
かお

を合
あ

わせます。サプコタさんは通訳
つうやく

等
とう

で

団体
だんたい

としてお手伝
て つ だ

いいただいていたりします。では、お 話
はなし

を始
はじ

めます。 

・ 外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

かながわ会議
か い ぎ

の第
だい

１期
き

が始
はじ

まってすぐ、インドシナ難民
なんみん

の

方
かた

から、外国人
がいこくじん

だという理由
り ゆ う

で家
いえ

を借
か

りられないという 話
はなし

が出
で

ました。 

・ 私
わたし

自身
じ し ん

は家
いえ

を借
か

りるのに困
こま

ったことは一度
い ち ど

もありませんでしたが、

私
わたし

の周
まわ

りの人
ひと

たちはすごく困
こま

っていました。朝 鮮
ちょうせん

半島
はんとう

から日本
に ほ ん

に来
き

た

当時
と う じ

は、コリアンの 集
しゅう

住
じゅう

地域
ち い き

で 皆
みんな

が割合
わりあい

固
かた

まって暮
く

らしていたので、

居 住
きょじゅう

の問題
もんだい

が表面的
ひょうめんてき

には起
お

こりにくい 状 況
じょうきょう

にありました。朝鮮人
ちょうせんじん

集
しゅう

住
じゅう

地域
ち い き

から一歩
い っ ぽ

出
で

ていこうとしたときに、非常
ひじょう

にきつい差別
さ べ つ

を受
う

け

ていたと聞
き

いています。 

・ 70～80年代
ねんだい

は、在日
ざいにち

コリアンを始
はじ

めとして、 集
しゅう

住
じゅう

地域
ち い き

以外
い が い

でも生活
せいかつ

する外国人
がいこくじん

が増
ふ

えた時代
じ だ い

です。外国人
がいこくじん

、とりわけ在日
ざいにち

のコリアンという

だけで、人種
じんしゅ

差別
さ べ つ

を受
う

けることが当
あ

たり前
まえ

のように起
お

きていました。

私
わたし

の知人
ち じ ん

は、結婚
けっこん

を機
き

にアパートを借
か

りようと不動
ふ ど う

産屋
さ ん や

に行
い

ったら、

30件
けん

断
ことわ

られたそうです。理由
り ゆ う

は外人
がいじん

だから。外人
がいじん

という言葉
こ と ば

自体
じ た い

がお

かしいですが、外人
がいじん

向
む

けの不動
ふ ど う

産屋
さ ん や

に行
い

ったら、今度
こ ん ど

はあなたたち在日
ざいにち

は日本人
にほんじん

と同
おな

じと言
い

われて追
お

い返
かえ

されるといったことが起
お

きていました。 

・ この会議
か い ぎ

でスワイレンさんが外国人
がいこくじん

への入 居
にゅうきょ

差別
さ べ つ

のお 話
はなし

をされたと

き、 私
わたし

はドキっとしたんです。 私
わたし

たちは家
いえ

のことは何
なん

とかなっている

からよいという感覚
かんかく

でいましたが、家
いえ

の問題
もんだい

は権利
け ん り

の問題
もんだい

だということ

に気
き

がついたからです。 

・ 当時
と う じ

、外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

かながわ会議
か い ぎ

には社会
しゃかい

生活
せいかつ

部会
ぶ か い

と教 育
きょういく

文化
ぶ ん か

部会
ぶ か い

の

二
ふた

つの部会
ぶ か い

があって、 私
わたし

は教 育
きょういく

文化
ぶ ん か

部会
ぶ か い

の部
ぶ

会 長
かいちょう

をしていました。

この 話
はなし

が出
で

た時
とき

には、社会
ゃ か い

生活
せいかつ

部会
ぶ か い

で話
はな

し合
あ

っていくものだと思
おも

って、

あまり関知
か ん ち

していなかったのですが、水田
み ず た

さんから、話
はな

し合
あ

っていたら

面白
おもしろ

いから一緒
いっしょ

にやろうと言
い

われて、一緒
いっしょ

に検討
けんとう

することになりました。 

・ ２年間
ねんかん

かけて準備
じゅんび

した提言
ていげん

を県
けん

知事
ち じ

に提 出
ていしゅつ

するということで、どの

ような提言
ていげん

を出
だ

すかについてはかなり話
はな

し合
あ

いました。言葉
こ と ば

や習 慣
しゅうかん

に

よるトラブルを補完
ほ か ん

するような、例
たと

えば多言語
た げ ん ご

による情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

や相談
そうだん
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体制
たいせい

を整備
せ い び

するといったことをまず 考
かんが

えました。 

・ 提言
ていげん

11 より 12 を見
み

てほしいと思
おも

います。「居 住
きょじゅう

支援
し え ん

システムの検討
けんとう

にあたっては、外国人
がいこくじん

に限
かぎ

らず、高齢者
こうれいしゃ

や障害者
しょうがいしゃ

なども視野
し や

にいれた、

外国人
がいこくじん

も日本人
にほんじん

もともに生
い

きるための施策
し さ く

の実現
じつげん

をめざす」、要
よう

するに

外国人
がいこくじん

以外
い が い

にもたくさんの人
ひと

たちが困
こま

っているので、そういう人
ひと

たちも

安心
あんしん

して暮
く

らせるような施策
し さ く

を目指
め ざ

したいよね、ということで作
つく

りまし

た。 

・ 今日
き ょ う

皆
みな

さんにお配
くば

りした「経過
け い か

報告
ほうこく

」、日本語
に ほ ん ご

でびっしり書
か

いてある

ので読
よ

みにくいかもしれませんが、あとで読
よ

んでみてください。この中
なか

にすまセン立
た

ち上
あ

げの経過
け い か

がすべて書
か

かれています。 

・ ８行目
ぎょうめ

に「この問題
もんだい

はすでに戦前
せんぜん

から主
しゅ

として朝鮮人
ちょうせんじん

、中国人
ちゅうごくじん

の

問題
もんだい

として発生
はっせい

しており、各民族
かくみんぞく

団体
だんたい

や外国人
がいこくじん

自身
じ し ん

が長年
ながねん

指摘
し て き

し続
つづ

けて

きましたが、社会的
しゃかいてき

な問題
もんだい

として大
おお

きく取
と

り上
あ

げられる機会
き か い

はあまりあ

りませんでした。又
また

、1980年代
ねんだい

以降
い こ う

ニューカマーと呼
よ

ばれる外国人
がいこくじん

たち

が多
おお

く日本
に ほ ん

に移
うつ

り住
す

むようになり、より顕著
けんちょ

になりはしましたが、残念
ざんねん

な事
こと

に問題
もんだい

解決
かいけつ

への一歩
い っ ぽ

を踏
ふ

み出
だ

すには至
いた

りませんでした。」と書
か

かれ

ています。要
よう

するにこれは、昨日
き の う

今日
き ょ う

始
はじ

まった問題
もんだい

ではなく、100年
ねん

近
ちか

く前
まえ

からあって、 皆
みんな

が見
み

て見
み

ぬふりをしてきたということなんです。 

・ これは水田
み ず た

さんからお 話
はなし

があると思
おも

いますが、外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

かながわ

会議
か い ぎ

のメンバーだけで話
はな

していても埒
らち

が明
あ

かないので、業 界
ぎょうかい

団体
だんたい

の人
ひと

たちとか、行 政
ぎょうせい

の住 宅
じゅうたく

担当
たんとう

の人
ひと

たちとか、総連
そうれん

民団
みんだん

華僑
かきょう

総会
そうかい

という

民族
みんぞく

団体
だんたい

とか、ＮＧＯや県民
けんみん

の人
ひと

たちに集
あつ

まってもらって、外国人
がいこくじん

の住
す

まいに関
かん

して話
はな

し合
あ

いをしましょう、ということになりました。 

・ そのお膳立
ぜ ん だ

ては、国際課
こくさいか

で宅建
たっけん

協 会
きょうかい

や全日本
ぜんにほん

不動産
ふどうさん

協 会
きょうかい

を訪
たず

ねるな

どすごく苦労
く ろ う

したらしいですが、その 話
はなし

は後
のち

ほど聞
き

くとして、とにか

くこういう人
ひと

たちが集
あつ

まり、話
はな

し合
あ

って、外国人
がいこくじん

への入 居
にゅうきょ

差別
さ べ つ

につい

て話
はな

し合
あ

う会議
か い ぎ

が始
はじ

まり、その後
ご

、外国人
がいこくじん

居 住
きょじゅう

支援
し え ん

システムの構築
こうちく

へ

と繋
つな

がっていきます。システム構築
こうちく

から更
さら

に話
はな

し合
あ

いを重
かさ

ね、運営協
うんえいきょう

議会
ぎ か い

の発足
ほっそく

、すまセンを立
た

ち上
あ

げる具体的
ぐたいてき

な準備
じゅんび

へと繋
つな

がっていくこと

になります。 

・ この 間
あいだ

の話
はな

し合
あ

いが非常
ひじょう

に大事
だ い じ

なところで、最初
さいしょ

からスムーズに進
すす

んだわけではありません。外国人
がいこくじん

は常
つね

に差別
さ べ つ

をされてきたので、外
がい

国籍
こくせき
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県民
けんみん

かながわ会議
か い ぎ

のメンバーで、少
すこ

し日本人
にほんじん

とはビジュアルが違
ちが

う方
かた

が、

不動産店
ふどうさんてん

でドアを開
あ

けようとしたら、奥
おく

からおじさんが飛
と

び出
で

てきて、

「ダメダメ、ないない。」とまるで犬
いぬ

や猫
ねこ

のように追
お

い出
だ

されたとか。 

・ 在日
ざいにち

で日本名
にほんめい

を持
も

っている方
かた

が、不動産店
ふどうさんてん

に行
い

って、内
ない

見
けん

もして、こ

の家
いえ

に決
き

めるということで契約
けいやく

の段
だん

になったら、外国人
がいこくじん

登録
とうろく

証明書
しょうめいしょ

を

見
み

た不動
ふ ど う

産屋
さ ん や

さんが、「あなた日本人
にほんじん

じゃなかったの？外人
がいじん

だったの？

この契約
けいやく

は無
な

しね」と言
い

われて取
と

り消
け

されたりとか。 

・ そういうことを会議
か い ぎ

で話
はな

しているんだけれども、不動産店
ふどうさんてん

からすると、

外国人
がいこくじん

は食
た

べ物
もの

の臭
にお

いがキツいとか、ごみをきちんと出
だ

さないとか、

言葉
こ と ば

が通
つう

じないから注意
ちゅうい

しても伝
つた

わらないとか、又貸
ま た が

しするとか、いろ

いろな人
ひと

を連
つ

れてきて住
す

ませてしまうとか、アパートの一室
いっしつ

を飯場
は ん ば

のよ

うな使
つか

い方
かた

をするとか、いろいろな 話
はなし

がその会議
か い ぎ

の中
なか

で出
で

ていました。 

・ 要
よう

するに、全然
ぜんぜん

話
はなし

が交
まじ

わって進
すす

んでいく雰囲気
ふ ん い き

もなく、それぞれの

立場
た ち ば

でそれぞれが主 張
しゅちょう

するので、対立的
たいりつてき

な 状 況
じょうきょう

もありました。ただ

回
かい

を重
かさ

ねてお互
たが

いに 話
はなし

をしていくと、不動産店
ふどうさんてん

の方
ほう

も、外国人
がいこくじん

が 皆
みんな

ル

ール違反
い は ん

、マナー違反
い は ん

をしているわけではないと分
わ

かってくる。外国人
がいこくじん

自身
じ し ん

も、不動産店
ふどうさんてん

すべてが同
おな

じ対応
たいおう

をしているわけではなくて、ルール

違反
い は ん

やマナー違反
い は ん

をしている外国人
がいこくじん

も少
すこ

しはいるという自覚
じ か く

を持
も

つよう

になったり、そういうことが起
お

こらないようにするためにはどうしたら

よいか、という共 通
きょうつう

認識
にんしき

みたいなものが生
う

まれてくる。 

・ そういう共 通
きょうつう

認識
にんしき

が生
う

まれるように 導
みちび

いていく部分
ぶ ぶ ん

のコーディネー

トを、 私
わたし

は国際課
こくさいか

がよくやってくれたと思
おも

っています。恐
おそ

らく不動産
ふどうさん

業 者
ぎょうしゃ

と外国人
がいこくじん

だけだと共通点
きょうつうてん

を探
さが

せないまま終
お

わってしまったと思
おも

い

ますが、そこはやはり行 政
ぎょうせい

が役割
やくわり

をきちんと果
は

たしていただいたのか

なと思
おも

います。 

・ そういうことを繰
く

り返
かえ

しながら、外国人
がいこくじん

居 住
きょじゅう

支援
し え ん

システムというも

のを構築
こうちく

するということで、正式
せいしき

なプロジェクトチームを作
つく

って、

具体的
ぐたいてき

な実現
じつげん

方法
ほうほう

に関
かん

する話
はな

し合
あ

いを新
あら

たに始
はじ

めました。お互
たが

いの不満
ふ ま ん

や困
こま

りごとを出
だ

し合
あ

う時間
じ か ん

は１年間
ねんかん

で終
お

わったので、次
つぎ

の１年
ねん

はきちん

と何
なに

をしていくのか 考
かんが

えましょうということです。 

・ 相談
そうだん

の窓口
まどぐち

を作
つく

ること、入 居
にゅうきょ

のプロセスや退去
たいきょ

するときの手続
て つ づ

きを

書
か

いたマニュアルを作
つく

ること、日本
に ほ ん

の生活
せいかつ

のルールとマナーを書
か

いたマ
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ニュアルをイラスト入
い

りで作
つく

ること、契約
けいやく

に関
かん

する言葉
こ と ば

（敷金
しききん

、礼金
れいきん

、

更新料
こうしんりょう

など）の説明
せつめい

を多言語
た げ ん ご

で作
つく

ることなどを決
き

めました。そういう

ことをしながら、2001年
ねん

３月
がつ

３日
か

に設立
せつりつ

総会
そうかい

を 行
おこな

ってすまセンの活動
かつどう

が始
はじ

まりました。 

・ 家
いえ

を探
さが

している人
ひと

たちに不動産店
ふどうさんてん

を紹 介
しょうかい

するということと、言葉
こ と ば

や

生活
せいかつ

習 慣
しゅうかん

の違
ちが

いによるトラブル解 消
かいしょう

のアドバイスをするために立
た

ち上
あ

げたのですが、不動産店
ふどうさんてん

をどこでも 紹 介
しょうかい

できるわけではなくて、

国際課
こくさいか

に登録
とうろく

された「外国
がいこく

人
じん

すまいサポート店
てん

」のリストをもらって

紹 介
しょうかい

するということになっています。 

・ また、トラブルを持
も

ち込
こ

まれても、 私
わたし

たちは２言語
げ ん ご

以上
いじょう

を話
はな

せるだ

けの素人
しろうと

集 団
しゅうだん

なので、スタッフが持
も

つ情 報
じょうほう

や知識
ち し き

があいまいだったり

正確
せいかく

ではない場合
ば あ い

があるので、いろいろなところとつながりを作
つく

って

対応
たいおう

しています。まず専門家
せんもんか

に相談
そうだん

して、 私
わたし

たちがアドバイスを受
う

け

て、相談
そうだん

しに来
き

た人
ひと

たちにこうした方
ほう

がよいとアドバイスしています。 

・ すまセンの当初
とうしょ

のメンバーは、ほとんどが外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

かながわ会議
か い ぎ

の

メンバーでした。非常
ひじょう

に当事者性
とうじしゃせい

の強
つよ

い団体
だんたい

なので、やってあげる、や

ってもらうという関係
かんけい

ではなく、一緒
いっしょ

にどうしようかと 考
かんが

えたり、

解決
かいけつ

するまでとにかく頑張
が ん ば

って寄
よ

り添
そ

うということを第一
だいいち

にしています。 

・ 実際
じっさい

は本当
ほんとう

にいろいろな相談
そうだん

が来
き

ました。敷金
しききん

とか保証人
ほしょうにん

とか家賃
や ち ん

滞納
たいのう

といった相談
そうだん

が持
も

ち込
こ

まれることは予想
よ そ う

していましたが、住 宅
じゅうたく

の

売買
ばいばい

についての相談
そうだん

が持
も

ち込
こ

まれるなんて想像
そうぞう

もしていませんでした。

市営
し え い

住 宅
じゅうたく

、県営
けんえい

住 宅
じゅうたく

の入 居
にゅうきょ

サポートについては想定
そうてい

していましたが、

想像
そうぞう

以上
いじょう

にこの申請
しんせい

のサポートが多
おお

く、今
いま

も増
ふ

え続
つづ

けています。生活
せいかつ

す

るうえで困
こま

ったことは、全部
ぜ ん ぶ

すまセンに持
も

ち込
こ

まれてしまう 状 況
じょうきょう

です。 

・ コロナ禍
か

では、住 居
じゅうきょ

確保
か く ほ

給付
きゅうふ

金
きん

の申請
しんせい

方法
ほうほう

とか、そもそもその制度
せ い ど

の存在
そんざい

を知
し

らない、知
し

ったとしてもどこでどうしたらよいか分
わ

からない、

それが分
わ

かっても書類
しょるい

が記入
きにゅう

できない人
ひと

たちがすまセンに来
く

るので、ス

タッフ全員
ぜんいん

が手続
て つ づ

きできるようにレクチャーしたりして対応
たいおう

しています。 

・ 私
わたし

は鎌倉市
かまくらし

で生活
せいかつ

困窮者
こんきゅうしゃ

の支援
し え ん

の仕事
し ご と

をしているので分
わ

かるのです

が、生活
せいかつ

困窮者
こんきゅうしゃ

の支援
し え ん

をする団体
だんたい

や自治体
じ ち た い

には、住 居
じゅうきょ

確保
か く ほ

給付
きゅうふ

金
きん

制度
せ い ど

自体
じ た い

の予算
よ さ ん

がつくのですが、すまセンは何
なに

も予算
よ さ ん

もついていないところ

に、そういう申請
しんせい

の手続
て つ づ

きを何百件
なんびゃっけん

もやってきました。 
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・ 労働
ろうどう

問題
もんだい

や 就 職
しゅうしょく

など、あらゆる問題
もんだい

がすまセンに持
も

ち込
こ

まれていま

す。すまセンで活動
かつどう

している人
ひと

たちは外国人
がいこくじん

か、日本人
にほんじん

でも海外
かいがい

でマイ

ノリティとしての生活
せいかつ

をしたことがある人
ひと

なので、役所
やくしょ

ではここまでし

かできないと帰
かえ

されてしまうけれども、 私
わたし

たちはできる限
かぎ

りのことを

して、その人
ひと

が自立
じ り つ

できるようにサポートすることを目指
め ざ

しています。 

・ 今
いま

は９言語
げ ん ご

で対応
たいおう

しています。そのほか、必要
ひつよう

であればタイ語
ご

、イン

ドネシア語
ご

、ミャンマー語
ご

なども対応
たいおう

できますが、要予約
ようよやく

です。すまセ

ンが国際課
こくさいか

と一緒
いっしょ

に作成
さくせい

したリーフレット、パンフレット、マニュアル

もあるので、御要望
ごようぼう

の方
かた

は柳
りゅ

さんに申
もう

し出
で

ていただければ思
おも

います。 

・ ３月
がつ

までの１年間
ねんかん

で 2,900件
けん

の相談
そうだん

件数
けんすう

なので、本当
ほんとう

にたくさんの方
かた

が来
き

ますが、とにかく 話
はなし

を聞
き

いて、きちんとつなげていくということ。

家
いえ

を探
さが

すために相談
そうだん

に来
き

ても、家
いえ

を探
さが

す 状 況
じょうきょう

になっていない、例
たと

えば

お金
かね

がない方
かた

に関
かん

しては、役所
やくしょ

に行
い

って生活
せいかつ

保護
ほ ご

を取
と

り付
つ

けたり、労働
ろうどう

問題
もんだい

があれば労基
ろ う き

署
しょ

に一緒
いっしょ

に行
い

って手続
て つ づ

きするとか、ハローワークに行
い

くとか、いろいろなサポートをしています。年金
ねんきん

事務所
じ む し ょ

も行
い

くし、警察
けいさつ

署
しょ

も行
い

くし、裁判所
さいばんしょ

も行
い

くし、そんな状 態
じょうたい

でやっています。 

・ とにかく受
う

けた相談
そうだん

を、個人
こ じ ん

の裁 量
さいりょう

で判断
はんだん

しない。すまセンが立
た

ち

上
あ

がった頃
ころ

は、個人
こ じ ん

の裁 量
さいりょう

でそれを受
う

けてしまうことも多
おお

かったので

すが、今
いま

はチームで受
う

けて、相談
そうだん

内容
ないよう

を共 有
きょうゆう

して、どういうサポート

をしたらよいか話
はな

し合
あ

って、その人
ひと

に返
かえ

していく。そういう仕事
し ご と

の仕方
し か た

をしています。ただ、どうしてもできる人
ひと

が一人
ひ と り

で進
すす

めてしまうことも

あるので、きちんとできるようにしていかなければならないと思
おも

います。 

・ 少
すこ

し古
ふる

いですが、2020年度
ね ん ど

の相談
そうだん

件数
けんすう

は 2,300件
けん

です。相談
そうだん

内容
ないよう

は

民間
みんかん

の賃貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

と公営
こうえい

住 宅
じゅうたく

に関
かん

するものが多
おお

く、生活
せいかつ

相談
そうだん

のトラブル

は件数
けんすう

が少
すく

なく見
み

えますが、お金
かね

がない人
ひと

が抱
かか

えている問題
もんだい

は、一
ひと

つだ

けではありません。お金
かね

がないうえに債務
さ い む

があったり、子
こ

どもの問題
もんだい

を

抱
かか

えているとか、高齢者
こうれいしゃ

がいるとか、いろいろな問題
もんだい

が混
こん

在
ざい

しているの

で、少
すく

ない 量
りょう

でも非常
ひじょう

に重
おも

いと認識
にんしき

してもらえればと思
おも

います。 

・ 私
わたし

たちには、外国人
がいこくじん

も日本人
にほんじん

も同
おな

じように対応
たいおう

する役所
やくしょ

のやり方
かた

は

違
ちが

うという思
おも

いがあります。日本語
に ほ ん ご

の能 力
のうりょく

が十 分
じゅうぶん

でない人
ひと

に敬語
け い ご

のよ

うな 難
むずか

しい言葉
こ と ば

で話
はな

しかけて「皆
みな

さんに同
おな

じように対応
たいおう

している」と

いうことは平 等
びょうどう

や公正
こうせい

とは違
ちが

うと思
おも

うからです。 施
ほどこ

す側
がわ

の平 等
びょうどう

では
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なくて、 私
わたし

たちは結果
け っ か

としての平 等
びょうどう

を目指
め ざ

したいと思
おも

います。すまセ

ンは家
いえ

のことや生活
せいかつ

のことで困
こま

っている人
ひと

を助
たす

けてあげるのではなく、

住 民
じゅうみん

として 皆
みんな

同
おな

じところに立
た

てるように、何
なに

かの 力
ちから

を借
か

りながらで

も、自立
じ り つ

した生活
せいかつ

ができるようなサポートを目指
め ざ

しているということで

この活動
かつどう

を御理解
ご り か い

いただければと思
おも

います。 

 

  （水田
み ず た

 秀子
ひ で こ

 氏
し

） 

  ・ 水田
み ず た

です。外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

かながわ会議
か い ぎ

は 1998年
ねん

11月
がつ

に発足
ほっそく

しましたが、

私
わたし

は第
だい

１期
き

開始
か い し

の半年後
はんとしご

に国際課
こくさいか

に来
き

ました。川崎
かわさき

に勤
つと

めていたとき

川崎市
かわさきし

でも外国人
がいこくじん

市民
し み ん

代表者
だいひょうしゃ

会議
か い ぎ

が活発
かっぱつ

に活動
かつどう

していると知
し

っていた

ので、この会議
か い ぎ

の担当
たんとう

になれたことを嬉
うれ

しく思
おも

ったことを覚
おぼ

えています。 

  ・ 半年間
はんとしかん

の活動
かつどう

で、既
すで

に皆
みな

さんいろいろな問題点
もんだいてん

を共 有
きょうゆう

していました。

着 任
ちゃくにん

時
じ

に金
きむ

廣
かん

照
じょ

委員長
いいんちょう

に挨拶
あいさつ

に行
い

ったら、「皆
みな

さんは住
す

まいの問題
もんだい

で

苦
くる

しんでいる。自分
じ ぶ ん

は在日
ざいにち

韓国人
かんこくじん

だが、韓国人
かんこくじん

のためだけではなく、

新
あたら

しく日本
に ほ ん

に来
き

たベトナムの人
ひと

や、いろいろな国
くに

の人
ひと

のために住
す

まい

を確保
か く ほ

する仕組
し く

みを作
つく

りたい」と熱
あつ

く語
かた

られて、ぜひそれを実現
じつげん

したい

と思
おも

いました。 私
わたし

にとっては提言
ていげん

を 美
うつく

しくたくさん作
つく

ることよりも、

大切
たいせつ

なことを実現
じつげん

させることが、国際課
こくさいか

に来
き

た意味
い み

だと思
おも

いました。 

  ・ 私
わたし

は横浜
よこはま

市内
し な い

で生
う

まれ育
そだ

ちましたが、外国人
がいこくじん

、特
とく

に在日
ざいにち

の韓国
かんこく

や

中 国
ちゅうごく

の人
ひと

との付
つ

き合
あ

いは全然
ぜんぜん

ありませんでした。今
いま

から 考
かんが

えると、

中学校
ちゅうがっこう

や高校
こうこう

に韓
かん

国籍
こくせき

、中国籍
ちゅうごくせき

の名前
な ま え

の友
とも

だちがいましたが、外国人
がいこくじん

だと気
き

が付
つ

きませんでした。外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

かながわ会議
か い ぎ

の皆
みな

さんの 話
はなし

を

聞
き

いて、いかに自分
じ ぶ ん

が何
なに

も知
し

らないかに気
き

づき、恥
は

ずかしく思
おも

いました。

会議
か い ぎ

のたびに皆
みな

さんの 話
はなし

を聞
き

いて、目
め

から 鱗
うろこ

が落
お

ちる思
おも

いでした。 

・ 本当
ほんとう

は様々
さまざま

な提言
ていげん

を実現
じつげん

できればよかったのですが、そんなにたくさ

んはできないので、いくつかに絞
しぼ

りました。その中
なか

で 私
わたし

たちが 力
ちから

を入
い

れたのが、住
す

まいのシステム、すべての外国人
がいこくじん

が簡単
かんたん

にアパートを借
か

り

られる仕組
し く

みを作
つく

りたいというのが、このプロジェクトの始
はじ

まりでした。 

・ ただ、それは 全
まった

く 新
あたら

しい 試
こころ

みではなく、川崎市
かわさきし

の住 宅
じゅうたく

企画課
き か く か

が既
すで

に同
おな

じ仕組
し く

みを始
はじ

めていました。そこのトップが 私
わたし

の知
し

り合
あ

いだった

ため、少
すこ

し教
おし

えてもらえないかと言
い

ったら、すごく 協 力
きょうりょく

してくれて、

どうやってその仕組
し く

みを作
つく

ったかを教
おし

えてくれました。 
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・ 神奈川県
か な が わ け ん

で何
なに

かをする場合、横浜市
よこはまし

が動
うご

かないとうまくいかないだろ

うということで、横浜市
よこはまし

の住 宅
じゅうたく

セクションの人
ひと

、川崎市
かわさきし

の住 宅
じゅうたく

セクシ

ョンの人
ひと

、それと不動
ふ ど う

産屋
さ ん や

さんですよね。その人
ひと

たちからどうやって

協 力
きょうりょく

を得
え

たらよいかを 考
かんが

えるのが非常
ひじょう

に重 要
じゅうよう

なステップでした。 

・ 不動
ふ ど う

産屋
さ ん や

さんにはネットワークがあって、一
ひと

つだけの会社
かいしゃ

もあるし、

たくさんのお店
みせ

を持
も

っているところもあって、全部
ぜ ん ぶ

いくつかの大
おお

きい

組織
そ し き

に属
ぞく

しています。それぞれの不動
ふ ど う

産屋
さ ん や

と話
はな

していると大変
たいへん

なので、

そのネットワークのトップの人
ひと

に 話
はなし

を持
も

ち込
こ

んで、外国人
がいこくじん

にもアパー

トを貸
か

してくれる不動
ふ ど う

産屋
さ ん や

さんを 紹
しょう

介
かい

してください、と頼
たの

みました。 

・ そうしたら、幹部
か ん ぶ

の人
ひと

から、県内
けんない

の 18支部
し ぶ

で年
ねん

に一度
い ち ど

開催
かいさい

する総会
そうかい

に

不動
ふ ど う

産屋
さ ん や

さんが集
あつ

まるから、そこに参加
さ ん か

して、外国人
がいこくじん

にアパートを貸
か

し

てくれる人
ひと

に手
て

を挙
あ

げてもらえばよいと言
い

われました。 

・ 総会
そうかい

は４月
がつ

から５月
がつ

の短
たん

期間
き か ん

で 行
おこな

われるため、四人
よ に ん

ぐらいで手分
て わ

け

して、各支部
か く し ぶ

の総会
そうかい

で 協 力
きょうりょく

してくれる人
ひと

は連絡
れんらく

をくださいと言
い

ったら、

二
ふた

つくらいの不動
ふ ど う

産屋
さ ん や

さんから連絡
れんらく

がありました。 

・ 当時
と う じ

は二
ふた

つだけでしたが、幹部
か ん ぶ

の人
ひと

たちがその後
ご

も 協 力
きょうりょく

してくれた

ので、今
いま

は 180件
けん

以上
いじょう

のすまいサポート店
てん

があります。実際
じっさい

に使
つか

えてい

るのは１割
わり

ぐらいですが、数
かず

はたくさん必要
ひつよう

だし、その中
なか

で特
とく

に 協 力
きょうりょく

してくれる店
みせ

をつかまえることもすごく重 要
じゅうよう

ですよね。 

・ 一番
いちばん

大変
たいへん

だったのが、 協 力
きょうりょく

してくれる不動
ふ ど う

産屋
さ ん や

さんを見
み

つけること

でした。それ以外
い が い

にも、例
たと

えば保証人
ほしょうにん

を会社
かいしゃ

が代行
だいこう

する仕組
し く

みを外国人
がいこくじん

のために使
つか

えないかといった検討
けんとう

もしました。 

・ そういった仕組
し く

みづくりを１年間
ねんかん

で進
すす

めて、2001年
ねん

の３月
がつ

、提言
ていげん

が出
で

た半年後
はんとしご

にはこの仕組
し く

みができたということです。つまり提言
ていげん

ができて

から実現
じつげん

するというよりは、一緒
いっしょ

に進
すす

めていたということですね。 

・ 提言
ていげん

することも大切
たいせつ

だけど、具体的
ぐたいてき

にどうしたら問題
もんだい

の解決
かいけつ

につなが

るかというところも勉 強
べんきょう

しながら 考
かんが

えていく、具体的
ぐたいてき

に動
うご

いていくと

いうことがすごく大切
たいせつ

だったなと思
おも

います。 

・ 私
わたし

がその時
とき

に学
まな

んだ重 要
じゅうよう

なことは、ポイントを絞
しぼ

るということです。

あまりたくさん手
て

を伸
の

ばしてもできないので、皆
みな

さんはたくさんの

問題点
もんだいてん

を感
かん

じていると思
おも

いますが、よく話
はな

し合
あ

って、これをやろうと

皆
みんな

で決
き

める、ポイントを絞
しぼ

ることが重 要
じゅうよう

だと思
おも

います。 
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・ もう一
ひと

つは、そのことに関
かん

してよく勉 強
べんきょう

する、誰
だれ

が何
なに

をしているか、

関係
かんけい

している人
ひと

を見
み

つけて、その人
ひと

に直 接
ちょくせつ

アプローチすること。外
そと

で

勉 強
べんきょう

していても解決
かいけつ

にはつながりません。協 力 的
きょうりょくてき

ではない人
ひと

もいる

かもしれませんが、そういう人
ひと

にもアプローチして理解
り か い

してもらう、要
よう

はつらい努力
どりょく

をする、関係者
かんけいしゃ

との関係
かんけい

を作
つく

っていくということですね。 

・ 最後
さ い ご

に、最終的
さいしゅうてき

にどういう 形
かたち

になればその問題
もんだい

が解決
かいけつ

するか、こう

いうものを作
つく

りたいという、できあがりのイメージを持
も

つことがとても

大切
たいせつ

だと思
おも

います。皆
みな

さんはいろいろなことを 考
かんが

えていて、おそらく

具体的
ぐたいてき

なイメージを持
も

っている方
かた

もいるようなので、その辺
あた

りを 共
きょう

有
ゆう

して、ポイントを絞
しぼ

って頑張
が ん ば

っていただきたいと思
おも

います。 

・ 先
さき

ほど裵
ぺい

さんもおっしゃっていましたが、やはり事務局
じむきょく

の 働
はたら

きは

非常
ひじょう

に重 要
じゅうよう

です。一人
ひ と り

の外国人
がいこくじん

が突然
とつぜん

不動
ふ ど う

産屋
さ ん や

さんに行
い

ってお 話
はなし

を聞
き

かせてくださいと言
い

っても 難
むずか

しい、それは日本人
にほんじん

でも同
おな

じですよね。 

・ 個人
こ じ ん

では聞
き

いてもらえないことでも組織
そ し き

が動
うご

くと違
ちが

いますので、上手
じょうず

に神奈川県
か な が わ け ん

という名前
な ま え

と、優 秀
ゆうしゅう

な県
けん

職 員
しょくいん

を活用
かつよう

して、自分
じ ぶ ん

たちの理想
り そ う

を実現
じつげん

するためのよい場所
ば し ょ

にしてくださるといいかなと思
おも

います。 

 

 （柳
りゅ

 晴
ちょん

実
しる

 委員長
いいんちょう

） 

  ・ お二人
ふ た り

の 話
はなし

を聞
き

いて、こういうところをもう少
すこ

し聞
き

きたいとか、

質問
しつもん

があれば出
だ

してもらえたらと思
おも

いますけど、皆
みな

さんどうですか。 

 

 （韓
はん

 昌熹
ちゃんひ

 委員
い い ん

） 

  ・ 相談者
そうだんしゃ

の中
なか

で、外国人
がいこくじん

の割合
わりあい

と、日本人
にほんじん

の割合
わりあい

はどのくらいですか。 

 

 （裵
ぺい

 安
あん

 氏
し

） 

  ・ 来
く

る人
ひと

は圧倒的
あっとうてき

に外国人
がいこくじん

です。日本人
にほんじん

も来
く

るけれども、わずかですね。

ただそういう日本人
にほんじん

は、生活
せいかつ

保護
ほ ご

を受
う

けていてアパートがあるのにホー

ムレスになってしまったとか、高齢
こうれい

の外国人
がいこくじん

と日本人
にほんじん

のカップルでホー

ムレスになっている人
ひと

とか、ＬＧＢＴの件
けん

でもいましたね。生活
せいかつ

保護
ほ ご

に

入
はい

っているけどその人
ひと

がなぜか家
いえ

に帰
かえ

れないとか、在日
ざいにち

で特別
とくべつ

永 住
えいじゅう

者
しゃ

の人
ひと

は日本人
にほんじん

と同
おな

じであまり困
こま

らないはずなのに、少
すこ

し精神
せいしん

の病気
びょうき

を抱
かか

えているときとか、そういう人
ひと

がポツポツと来
き

ます。 
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 （韓
はん

 昌熹
ちゃんひ

 委員
い い ん

） 

  ・ なぜそういう質問
しつもん

をしたかというと、最近
さいきん

は入管法
にゅうかんほう

で厳
きび

しく外国人
がいこくじん

をフィルタリングしていますよね。勤
つと

め先
さき

とか、学校
がっこう

とか、貯金
ちょきん

とか

基準
きじゅん

があって、それをクリアした人
ひと

が日本
に ほ ん

に入 国
にゅうこく

することになるので、

普通
ふ つ う

に 考
かんが

えたら、ある程度
て い ど

日本
に ほ ん

の条 件
じょうけん

に合
あ

った方
かた

が入
はい

ると思
おも

います。

昔
むかし

の外国人
がいこくじん

は、そもそも入管法
にゅうかんほう

ができる前
まえ

から住
す

んでいた外国人
がいこくじん

もい

たので、 状 況
じょうきょう

が違
ちが

うのではないかと思
おも

いました。 

 

 （裵
ぺい

 安
あん

 氏
し

） 

  ・ 入管法
にゅうかんほう

ができる前
まえ

の外国人
がいこくじん

というのは、特
とく

に韓
かん

国
こく

・朝 鮮
ちょうせん

・中 国
ちゅうごく

の

人
ひと

たちを指
さ

すと思
おも

いますが、それは入管法
にゅうかんほう

ができる前
まえ

というより、

日本
に ほ ん

の植民地
しょくみんち

だった時代
じ だ い

で、それは 私
わたし

の親
おや

の世代
せ だ い

なので、もう終
お

わっ

ています。 私
わたし

が生
う

まれたときから入管法
にゅうかんほう

によって管理
か ん り

されているので、

入管法
にゅうかんほう

がないときという定義
て い ぎ

はありません。 

 

 （韓
はん

 昌熹
ちゃんひ

 委員
い い ん

） 

  ・ 今
いま

おっしゃった人
ひと

たちは、入管法
にゅうかんほう

でフィルタリングできません。

空港
くうこう

で入
はい

れるか入
はい

れないかをフィルタリングしていますので。 

 

 （裵
ぺい

 安
あん

 氏
し

） 

  ・ 入管法
にゅうかんほう

と住
す

まいの 話
はなし

がどうつながるかは分
わ

かりませんが、確
たし

かに

外国
がいこく

に行
い

くときには、いろいろなフィルターをかけられますね。あなた

はこの資格
し か く

ではここに移民
い み ん

として住
す

むことはできませんとか、いろいろ

あると思
おも

いますが、日本
に ほ ん

に入
はい

ってくるときも当然
とうぜん

それはあります。 

・ いつの時代
じ だ い

も、日本
に ほ ん

に大 量
たいりょう

に入
はい

ってくるときには、日本側
にほんがわ

の事情
じじょう

が

あって入
はい

ってきます。国
くに

は責任
せきにん

を取
と

らないので、企業
きぎょう

の方
ほう

で社宅
しゃたく

や借
か

り

上
あ

げ住 宅
じゅうたく

を準備
じゅんび

して、そこに入
はい

ってきます。 

・ 20年
ねん

ぐらい前
まえ

はブラジル人
じん

がすごく多
おお

かったのですが、そのときは

日系人
にっけいじん

だということで、３年
ねん

日本
に ほ ん

で仕事
し ご と

をして生活
せいかつ

していれば日本
に ほ ん

国籍
こくせき

を取
と

りやすいという事情
じじょう

がありました。その後
あと

に入
はい

ってきた人
ひと

たちは、

日系
にっけい

ではないのでその制度
せ い ど

はなかなか使
つか

えませんが、かつてのブラジル
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人
じん

は、会社
かいしゃ

を辞
や

めるとか、その社宅
しゃたく

や借
か

り上
あ

げ住 宅
じゅうたく

から出
で

てしまって、

家
いえ

を探
さが

していますという人
ひと

たちが圧倒的
あっとうてき

に多
おお

かったのと、当時
と う じ

はオーバ

ーステイの外国人
がいこくじん

がものすごく多
おお

かったんです。 

・ オーバーステイの人
ひと

たちに仕事
し ご と

をさせるのは違法
い ほ う

ですが、家
いえ

を貸
か

すこ

とに関
かん

しては違法
い ほ う

ではないので、どんどん相談
そうだん

に来
く

るのですが、貸
か

して

くれる大家
お お や

さんはなかなかいなくて、大変
たいへん

だった記憶
き お く

があります。 

・ 今
いま

は、ベトナム人
じん

で建設
けんせつ

現場
げ ん ば

にいる方
かた

も多
おお

いですよね。橋本
はしもと

のリニア

モーターカーの建設
けんせつ

現場
げ ん ば

とか、問題
もんだい

がすごく起
お

きているのではないかと

思
おも

います。遠
とお

すぎてすまセンまでは来
こ

られないのか、 私
わたし

たちの情 報
じょうほう

が

ないのかは分
わ

かりませんが。とにかく、ベトナム人
じん

がたくさん相談
そうだん

に来
く

るという 状 況
じょうきょう

にはなっています。ベトナム人
じん

は今
いま

神奈川県
か な が わ け ん

で２番目
ば ん め

に

多
おお

いので、やはり時代
じ だ い

により少
すこ

し 状 況
じょうきょう

が変
か

わってきていると言
い

えます。 

 

 （韓
はん

 昌熹
ちゃんひ

 委員
い い ん

） 

  ・ 時代
じ だ い

により変
か

わっているため質問
しつもん

しました。今
いま

は条 件
じょうけん

に沿
そ

った

外国人
がいこくじん

が入
はい

ってくるため、オーバーステイじゃない限
かぎ

りは問題
もんだい

ないはず

ですので、どういう人
ひと

たちがすまセンに行
い

くのか、疑問
ぎ も ん

に思
おも

いました。 

 

 （裵
ぺい

 安
あん

 氏
し

） 

  ・ 特定
とくてい

技能
ぎ の う

で入
はい

ってきて相談
そうだん

が多
おお

いのは、中国人
ちゅうごくじん

です。中華街
ちゅうかがい

で 働
はたら

い

ている人
ひと

たちは特定
とくてい

技能
ぎ の う

で入
はい

ってきて、そこである程度
て い ど

お金
かね

を儲
もう

けたら

家族
か ぞ く

を呼
よ

びよせる、そのときに家
いえ

を借
か

りたいと、すまセンに来
く

るケース

が多
おお

いです。その後
ご

、家賃
や ち ん

が高
たか

いから市営
し え い

住 宅
じゅうたく

や県営
けんえい

住 宅
じゅうたく

に住
す

むため

の手続
て つ づ

きを手伝
て つ だ

ってくださいだとか、段階
だんかい

があるんですね、それぞれに。 

・ 技能
ぎ の う

実習生
じっしゅうせい

や研修生
けんしゅうせい

で入
はい

ってきた方
かた

も、技能
ぎ の う

実 習
じっしゅう

制度
せ い ど

はなくなる

と言
い

われていますが、似
に

たような制度
せ い ど

は残
のこ

っていくと思
おも

うので、その人
ひと

たちが今後
こ ん ご

、転 職
てんしょく

したり引
ひ

っ越
こ

したりするときに、すまセンを利用
り よ う

す

るケースが出
で

てくるのではないかと想像
そうぞう

しています。 

 

 （韓
はん

 昌熹
ちゃんひ

 委員
い い ん

） 

  ・ 日本
に ほ ん

での生活
せいかつ

が長
なが

くなって、ビザの条 件
じょうけん

が変
か

わるときとか、生活
せいかつ

が

変
か

わったタイミングで来
く

るということですね。ありがとうございます。 
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 （ロボ ナシメント 委員
い い ん

） 

  ・ すまセンは、どのような経路
け い ろ

で紹 介
しょうかい

されて来
く

る方
かた

が多
おお

いですか。 

 

 （裵
ぺい

 安
あん

 氏
し

） 

  ・ 一番
いちばん

多
おお

いのは友
とも

だちに聞
き

いたとか、外国人
がいこくじん

コミュニティで教
おし

えてもら

ったという方
かた

が多
おお

いです。最近
さいきん

増
ふ

えているのは、役所
やくしょ

に行
い

ったときにす

まセンを紹 介
しょうかい

されたり、外国人
がいこくじん

相談
そうだん

窓口
まどぐち

に行
い

って家
いえ

のことを相談
そうだん

した

いと言
い

ったら、すまセンを紹 介
しょうかい

されて知
し

るという人
ひと

が増
ふ

えています。 

・ またサプコタさんのように、団体
だんたい

を抱
かか

えている人
ひと

から紹 介
しょうかい

されて来
く

ることもあります。最近
さいきん

、ネパール人
じん

の方
かた

が多
おお

いですよね。 

 

 （サプコタ ドルラズ 委員
い い ん

） 

  ・ 多
おお

いですね。全国
ぜんこく

ですけど、一気
い っ き

に５万人
まんにん

ぐらい増
ふ

えました。 

 

 （兪
ゆう

 大
だい

達
たつ

 委員
い い ん

） 

  ・ 住
す

まいだけの問題
もんだい

ではなく、いろいろな相談
そうだん

が来
く

るということですが、

解決
かいけつ

できないこと、または専門家
せんもんか

に聞
き

かなければいけないことについて、

外部
が い ぶ

とのつながりはどう作
つく

っているのでしょうか。 

 

 （裵
ぺい

 安
あん

 氏
し

） 

  ・ 例
たと

えば住
す

まいのトラブルがあったとき、弁護士
べ ん ご し

や司法
し ほ う

書士
し ょ し

という手
て

も

ありますが、現場
げ ん ば

のことを一番
いちばん

知
し

っているのは不動
ふ ど う

産屋
さ ん や

さんなんです。

すまセンの理事
り じ

には不動産
ふどうさん

業 者
ぎょうしゃ

が三人
さんにん

いるんですよ。宅建
たっけん

協 会
きょうかい

と

全日本
ぜんにほん

不動産
ふどうさん

協 会
きょうかい

から理事
り じ

を一人
ひ と り

ずつ、宅建
たっけん

協 会
きょうかい

からは監事
か ん じ

も一人
ひ と り

出
だ

してもらっていますので、その人
ひと

たちに聞
き

いて解決
かいけつ

する方法
ほうほう

があります。 

・ また、青年
せいねん

司法
し ほ う

書士協
しょしきょう

議会
ぎ か い

が月
つき

１回
かい

無料
むりょう

相談
そうだん

という 形
かたち

で入
はい

っていた

り、すまセンが毎月
まいつき

開
ひら

いているスタッフ会議
か い ぎ

で、青年
せいねん

司法
し ほ う

書士協
しょしきょう

議会
ぎ か い

の

人
ひと

と一緒
いっしょ

にケーススタディしたりしているんです。だから顔
かお

の見
み

える

関係
かんけい

のある司法
し ほ う

書士
し ょ し

さんにお願
ねが

いしたり、理事
り じ

の中
なか

にも司法
し ほ う

書士
し ょ し

さんが

いるので、そこに持
も

っていったり、そうやって解決
かいけつ

しています。 

・ 役所
やくしょ

のケースワーカーさんや、国際課
こくさいか

に相談
そうだん

することもありますし、
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県
けん

の住 宅
じゅうたく

計画課
けいかくか

に相談
そうだん

することもあります。県
けん

の外
がい

郭
かく

団体
だんたい

である「か

ながわ住
す

まいまちづくり協 会
きょうかい

」などとも連携
れんけい

しています。 

・ また、保健所
ほけんじょ

がある自治体
じ ち た い

には、居 住
きょじゅう

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

を作
つく

るよう国
くに

から

通知
つ う ち

が出
で

ていて、すまセンは横浜
よこはま

、川崎
かわさき

、鎌倉
かまくら

、厚木
あ つ ぎ

、茅ヶ崎
ち が さ き

の居 住
きょじゅう

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

と関
かか

わりがあるので、地域
ち い き

毎
ごと

の相談
そうだん

についてはこちらにする

こともあります。 

 

（水田
み ず た

 秀子
ひ で こ

 氏
し

） 

  ・ 金
きむ

廣
かん

照
じょ

さんとお 話
はなし

したときに、住
す

まいに関
かん

する大
おお

きいシステムを作
つく

りたいということで、相談
そうだん

窓口
まどぐち

のイメージが強
つよ

かったと思
おも

いますが、

最初
さいしょ

は住
す

まいの相談
そうだん

から入
はい

るけれども、ゆくゆくは生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

、いろいろ

なことに対応
たいおう

できるようにしたいとおっしゃっていたんですよね。 

・ 最初
さいしょ

はポイントを絞
しぼ

りましたが、結 局
けっきょく

は住
す

まいといろいろな問題
もんだい

は

全部
ぜ ん ぶ

つながっているので、最初
さいしょ

の構想
こうそう

が素晴
す ば

らしかったと思
おも

います。

外国人
がいこくじん

だけではなく日本人
にほんじん

にも弱
よわ

い立場
た ち ば

の人
ひと

がいて、結 局
けっきょく

すごく似
に

て

いるわけですよね。保証人
ほしょうにん

がいないとか。この仕組
し く

みを作
つく

ることが、い

ろいろな広
ひろ

い意味
い み

を持
も

つことになった点
てん

がとてもよかったと思
おも

います。 

 

 （裵
ぺい

 安
あん

 氏
し

） 

  ・ そんなに明
あか

るい出 発
しゅっぱつ

ではなくて、すごく応援
おうえん

してくれる人
ひと

もいるけ

れども、最初
さいしょ

の頃
ころ

は不動
ふ ど う

産屋
さ ん や

さんに電話
で ん わ

すると、「あんたら何
なに

やってく

れるの」と怒鳴
ど な

られたり、行 政
ぎょうせい

に電話
で ん わ

しても、団体
だんたい

の説明
せつめい

を 30分
ぷん

ぐら

いして、やっと 話
はなし

を聞
き

いてくれるかなと思
おも

ったら、「ウチじゃない」

と言
い

われたりとか、本当
ほんとう

に最初
さいしょ

の頃
ころ

は大変
たいへん

でした。 

 

（水田
み ず た

 秀子
ひ で こ

 氏
し

） 

  ・ 今
いま

や全国
ぜんこく

区
く

というか、日本中
にほんじゅう

のいろいろなところから 話
はなし

を聞
き

かせて

くださいとオファーがあるみたいですから、すごく先頭
せんとう

を走
はし

っているん

ですよね。 

 

 （裵
ぺい

 安
あん

 氏
し

） 

  ・ ほかの地方
ち ほ う

で 話
はなし

をすると、宅建
たっけん

協 会
きょうかい

と全日本
ぜんにほん

不動産
ふどうさん

協 会
きょうかい

が一緒
いっしょ

の
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席
せき

につくこと自体
じ た い

があり得
え

ない、華僑
かきょう

総会
そうかい

もあり得
え

ないけれども、

業 界
ぎょうかい

団体
だんたい

もあり得
え

ないという 話
はなし

で、そういうところを結
むす

び付
つ

ける部分
ぶ ぶ ん

は県
けん

の 力
ちから

が大
おお

きかったと思
おも

います。 

・ 私
わたし

たちだけではどうにもならなくて、県
けん

がやるから 協 力
きょうりょく

しようと

いう感覚的
かんかくてき

なものが人間
にんげん

にはあるので、そこは本当
ほんとう

にすごく苦労
く ろ う

したと

思
おも

います。先
さき

ほどは簡
かん

単
たん

にお 話
はなし

されていましたが、業 界
ぎょうかい

団体
だんたい

を引
ひ

っ張
ぱ

り込
こ

むというのは普通
ふ つ う

のことではなかったと思
おも

いますので。 

 

（水田
み ず た

 秀子
ひ で こ

 氏
し

） 

  ・ 県
けん

職 員
しょくいん

の方
かた

に言
い

いたいのですが、その席
せき

に座
すわ

っているときは、あま

り自分
じ ぶ ん

のポストの意味
い み

とか価値
か ち

を感
かん

じないことが多
おお

いですよね。でも、

実際
じっさい

に外
そと

の人
ひと

から見
み

れば役所
やくしょ

でその仕事
し ご と

をしているということは、大変
たいへん

意味
い み

のあることなので、それを使
つか

うということは役人
やくにん

冥利
みょうり

につきるとい

うか、 私
わたし

は国際課
こくさいか

でこの仕事
し ご と

をさせてもらって自分
じ ぶ ん

の人生
じんせい

が変
か

わった

と思
おも

いますので、ぜひそういう実感
じっかん

を味
あじ

わっていただきたいです。 

 

 （裵
ぺい

 安
あん

 氏
し

） 

  ・ 一緒
いっしょ

にやろうという感覚
かんかく

が常
つね

に水田
み ず た

さんにあって、国際課
こくさいか

を離
はな

れても

いろいろなことで声
こえ

をかけられたり、これをやろうと思
おも

うけどすまセン

を巻
ま

き込
こ

んで一緒
いっしょ

にできないかなど、背中
せ な か

を押
お

してくれています。 

・ 「共 働
きょうどう

」という言葉
こ と ば

がすごく使
つか

われている時期
じ き

でもありました。 私
わたし

は役所
やくしょ

の人
ひと

は敵
てき

だと思
おも

っていましたが、外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

かながわ会議
か い ぎ

に入
はい

っ

たら、こんなによい人
ひと

たちがいるのかと思
おも

ったくらい、一緒
いっしょ

に仕事
し ご と

がで

きるし同
おな

じ感覚
かんかく

が持
も

てる人
ひと

たちなんだということにすごく 驚
おどろ

いたので、

一緒
いっしょ

にやってこそ 力
ちから

になるんだというところを今
いま

でも感
かん

じています。 

 

（水田
み ず た

 秀子
ひ で こ

 氏
し

） 

  ・ 今日
き ょ う

は国際課
こくさいか

の幹部
か ん ぶ

がお見
み

えになっていませんが、毎回
まいかい

ではなくても、

ここに来
き

て皆
みな

さんの 話
はなし

を聞
き

くというのはものすごく勉 強
べんきょう

になるんです。

勉 強
べんきょう

にも刺激
し げ き

にもなるし、何
なに

をしなければいけないかということが、

皆
みな

さんの 話
はなし

を聞
き

いていく中
なか

で分
わ

かっていくということがあるんですね。 

・ 当時
と う じ

私
わたし

は課長
かちょう

代理
だ い り

でしたが、上 席
じょうせき

に課長
かちょう

がいて、「この会議
か い ぎ

はすご
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く魅力的
みりょくてき

だな」と言
い

ったんです。助
たす

けてあげるとか、仕事
し ご と

だからやると

いうよりは、皆
みな

さんの魅力
みりょく

に引
ひ

きずられてやりたいという感
かん

じになりま

したね。だから、県
けん

職 員
しょくいん

を魅了
みりょう

する技術
ぎじゅつ

も必要
ひつよう

だと思
おも

います。 

・ 当時
と う じ

よほど何
なに

かがない限
かぎ

り部長
ぶちょう

も参加
さ ん か

していて、そこが 皆
みんな

を近
ちか

づけ

ていく、近
ちか

づけていくことで何
なに

かを実践
じっせん

する方向
ほうこう

に向
む

いていったんです。

外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

かながわ会議
か い ぎ

は、外国人
がいこくじん

当事者
とうじしゃ

だけがやるとか、役所
やくしょ

だけが

やるとかではなく、気持
き も

ちをどこかで共 有
きょうゆう

できるものを見
み

つけ出
だ

して、

皆
みんな

で一緒
いっしょ

に取
と

り組
く

んでいくことが大事
だ い じ

なのかなと思
おも

います。 

  ・ 皆
みな

さん、神奈川県
か な が わ け ん

では医療
いりょう

通訳
つうやく

派遣
は け ん

システムが発達
はったつ

していることは

御存知
ご ぞ ん じ

ですよね。あれもこの会議
か い ぎ

から生
う

まれたシステムなんですよね。

これも本当
ほんとう

に大変
たいへん

な仕組
し く

みで、神奈川
か な が わ

県内
けんない

の大
おお

きな病 院
びょういん

を仲間
な か ま

に引
ひ

き

ずり込
こ

んで、多言語
た げ ん ご

の医療通
いりょうつう

訳者
やくしゃ

を育
そだ

てて、オファーがあったときに、

病 院
びょういん

に一緒
いっしょ

に行
い

くという仕組
し く

みを作
つく

ったわけなんです。 

・ このシステムのすごいところは、通訳
つうやく

さんに対
たい

する謝金
しゃきん

を病 院
びょういん

に払
はら

ってもらう仕組
し く

みを作
つく

ったことです。今
いま

は自立的
じりつてき

に素晴
す ば

らしい医療
いりょう

通訳
つうやく

派遣
は け ん

の仕組
し く

みが動
うご

いています。外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

かながわ会議
か い ぎ

の実績
じっせき

として誇
ほこ

れるのはこの二
ふた

つだと思
おも

いますので、皆
みな

さんもぜひ三
みっ

つ目
め

の素敵
す て き

なプロ

ジェクトを実現化
じつげんか

させていただきたいと思
おも

います。 

 

 （柳
りゅ

 晴
ちょん

実
しる

 委員長
いいんちょう

） 

・ 話
はな

し合
あ

っていく中
なか

で、当事者
とうじしゃ

が動
うご

いているものが 形
かたち

になっていくと

いうことが、この会議
か い ぎ

の一番
いちばん

の魅力
みりょく

だと思
おも

います。先
さき

ほど１年間
ねんかん

の相談
そうだん

件数
けんすう

の 話
はなし

がありましたが、神奈川県
か な が わ け ん

に住
す

んでいる外国人
がいこくじん

の人
ひと

たちに、

それだけ返
かえ

っていっているということが素敵
す て き

なことだと思
おも

います。 

・ 医療
いりょう

通訳
つうやく

もそうですし、最近
さいきん

で言
い

うと在県枠
ざいけんわく

の増加
ぞ う か

など、 私
わたし

たちが

出
だ

した提言
ていげん

が影 響
えいきょう

を与
あた

えているというところは、県民
けんみん

会議
か い ぎ

の存在
そんざい

する

意味
い み

だと思
おも

っています。この中
なか

で話
はな

し合
あ

いながら、 皆
みんな

で楽
たの

しみながら

できることを探
さが

して、チャレンジして、少
すこ

しでも実現
じつげん

に向
む

けてやってい

こうという 形
かたち

で、２年間
ねんかん

やっていければよいのかなと思
おも

っています。 

・ それぞれこれから皆
みな

さんの提言
ていげん

構想
こうそう

も発 表
はっぴょう

してもらいますけれども、

皆
みな

さんの 考
かんが

えを集
あつ

めて 共
きょう

有
ゆう

する場
ば

として 考
かんが

えてもらえたらよいのか

なと思
おも

います。 
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・ 話
はな

し合
あ

っていく中
なか

でまとめられるものはまとめていって、先
さき

ほど水田
み ず た

さんがイメージを持
も

つのが大事
だ い じ

だとおっしゃいましたが、 皆
みんな

の意見
い け ん

を

集
あつ

めてこういう 形
かたち

が作
つく

れるのではないかといった 話
はなし

ができればよいと

思
おも

いますし、実際
じっさい

に動
うご

くことの大切
たいせつ

さというのは、今日
き ょ う

のお 話
はなし

を聞
き

い

ていてすごく思
おも

いました。 

・ だからこの場
ば

だけで 話
はなし

をしているのではなく、 私
わたし

たちもいろいろと

出
で

ていって、いろいろな人
ひと

と出会
で あ

って、お 話
はなし

するような機会
き か い

を少
すこ

しで

も持
も

っていけたらよいなと思
おも

います。 

・ 皆
みな

さん個人
こ じ ん

の中
なか

でも自分
じ ぶ ん

が行
い

けそうなところとか、知
し

り合
あ

いとか、ど

んどんつながりを大事
だ い じ

にして続
つづ

けていければよいと思
おも

います。今日
き ょ う

は裵
ぺい

さんと水田
み ず た

さん、本当
ほんとう

に貴重
きちょう

なお 話
はなし

をありがとうございました。 

 

(2) 提言
ていげん

構想
こうそう

メモの発 表
はっぴょう

 

   資料
しりょう

２に沿
そ

って、各委員
かくいいん

が 考
かんが

えている提言
ていげん

構想
こうそう

メモの内容
ないよう

を発 表
はっぴょう

した。

欠席
けっせき

した委員
い い ん

の提言
ていげん

構想
こうそう

メモについては、兪
ゆう

副委員長
ふくいいんちょう

が代読
だいどく

した。 

 

(3) 勉強会
べんきょうかい

の内容
ないよう

案
あん

について 

   資料
しりょう

３により、岩松
いわまつ

副委員長
ふくいいんちょう

から各委員
かくいいん

が希望
き ぼ う

する勉強会
べんきょうかい

の内容
ないよう

案
あん

を

共
きょう

有
ゆう

した。 

 

 （柳
りゅ

 晴
ちょん

実
しる

 委員長
いいんちょう

） 

・ 次回
じ か い

の会議
か い ぎ

日程
にってい

など今後
こ ん ご

のスケジュールについては、委員長
いいんちょう

・副委員長
ふくいいんちょう

と事務局
じむきょく

で相談
そうだん

したうえで 改
あらた

めて連絡
れんらく

する旨
むね

、説明
せつめい

した。 

 

                    （以上
いじょう

） 


